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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計量した投与量の薬剤を投薬するための吸入器であって、
　ハウジングと、
　前記ハウジングに対して移動自在のアクチュエータ部材（５０８）と、
　薬剤の容器に連結するための第１リンク部材（５０４）と、
　前記薬剤容器が収納形態で配置された第１位置から、前記薬剤容器が、薬剤を投薬する
ように放出形態で配置された第２位置までの前記第１リンク部材（５０４）の移動を拘束
するため、前記第１リンク部材（５０４）に連結可能な拘束面（５１４）と、
　を備え、
　前記拘束面（５１４）は、前記第１リンク部材（５０４）を前記第１位置から前記第２
位置まで移動できるように、前記アクチュエータ部材（５０８）の移動に応じて拘束位置
から移動可能となっているような吸入器において、
　前記拘束面（５１４）は、前記ハウジングに回転自在に取り付けられたトリップリンク
部材（５０２）によって、前記第１リンク部材（５０４）に連結できることを特徴とする
、吸入器。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸入器において、
　前記第１リンク部材（５０４）は、前記第１位置から前記第２位置まで移動するとき、
前記トリップリンク部材を第１回転方向に回転させるように前記トリップリンク部材に対
して位置決めされており、
　前記拘束面（５１４）は、前記拘束位置にあるとき、前記トリップリンク部材の前記第
１回転方向への回転を拘束するように前記トリップリンク部材に対して位置決めされてい
る、吸入器。
【請求項３】
　請求項２に記載の吸入器において、
　前記拘束面（５１４）は、前記拘束位置にあるとき、前記トリップリンク部材の接触面
（５１２）に当接し、
　前記拘束面（５１４）及び前記接触面（５１２）は、前記拘束面を前記拘束位置から移
動させるとき、互いに当接した状態で摺動するように配置されている、吸入器。



(2) JP 2009-518095 A5 2011.2.17

【請求項４】
　請求項３に記載の吸入器において、
　前記拘束面は、前記拘束位置から、一部が円形である経路に沿って移動でき、この経路
の湾曲の中心は、前記拘束面が前記ハウジングに回転自在に取り付けられた軸線と一致し
、
　前記接触面（５１２）は、湾曲の中心が前記拘束面の前記軸線と一致するような、一部
が円筒形である形状を有し、
　好ましくは、前記拘束面（５１４）は、湾曲の中心が前記拘束面の回転軸線と一致する
ような、一部が円筒形である形状を有する、吸入器。
【請求項５】
　請求項１乃至４のうちのいずれか一項に記載の吸入器において、
　前記第１リンク部材（５０４）は、前記第１位置にあるとき、前記トリップリンク部材
（５０２）の溝内に配置されており、前記溝の第１側部（５１０）に当接し、
　好ましくは、前記第１リンク部材（５０４）及び前記トリップリンク部材（５０２）は
、前記第２位置にあるとき、前記第１リンク部材（５０４）が前記トリップリンク部材（
５０２）から離間するように構成されている、吸入器。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちのいずれか一項に記載の吸入器において、
　前記第１リンク部材（５０４）は、前記トリップリンク部材（５０２）に対し、前記第
２位置から前記第１位置まで移動するときに前記トリップリンク部材（５０２）を回転さ
せるように位置決めされており、前記トリップリンク部材は、前記トリップリンク部材（
５０２）の移動を拘束するように、前記拘束面（５１４）を連結できる拘束位置まで回転
される、吸入器。
【請求項７】
　請求項６に記載の吸入器において、
　前記トリップリンク部材（５０２）は、当該トリップリンク部材が前記拘束位置に向か
って回転するとき、前記拘束面（５１４）を前記拘束位置まで案内するためのガイド面を
含み、
　好ましくは、前記ガイド面は、前記トリップリンク部材（５０２）を前記拘束位置に向
かって回転させるとき、前記アクチュエータ部材（５０８）とカム係合する、吸入器。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうちのいずれか一項に記載の吸入器において、
　前記拘束面（５１４）は前記アクチュエータ部材（５０８）に設けられている、吸入器
。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうちのいずれか一項に記載の吸入器において、
　前記アクチュエータ部材（５０８）は、使用時に、使用者の吸入に応じて移動されるよ
うに構成されている、吸入器。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のうちのいずれか一項に記載の吸入器において、
　前記アクチュエータ部材（５０８）は、前記ハウジングに枢着されたフラップである、
吸入器。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のうちのいずれか一項に記載の吸入器において、
　投与量カウンターを更に備えた、吸入器。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の吸入器において、
　前記投与量カウンターは、
　前記容器から投与された又は前記容器に残る、投与回数を表示するためのディスプレー
回転体に回転自在に連結された回転自在の上リンクと、該上リンクに配置された角度をな
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した第１表面と、この角度をなした第１表面と向き合った固定角度の第２表面とを含み、
　前記回転自在の上リンクは、前記吸入器の作動中、その回転軸線に沿って第１方向に移
動し、前記第１の表面及び第２の表面が係合し、前記上リンクを回転させ、前記ディスプ
レー回転体を進める、吸入器。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の吸入器において、
　前記角度をなした第２表面は、前記吸入器の前記ハウジング部分の内側に配置される、
吸入器。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の吸入器において、
　前記角度をなした第２表面は複数の歯を有し、これらの歯の各々には一つの傾斜面が設
けられている、吸入器。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の吸入器において、
　前記角度をなした第１表面は、単一の傾斜面を備えた少なくとも一つのキーを有し、こ
のキーは、二つの隣り合う歯の間に係合できる、吸入器。
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